
21

戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友
好
親
善

事
業
の
参
加
者

旧
戦
域
を
訪
れ
慰
霊
追
悼
を
行
い
、

地
域
住
民
と
友
好
親
善
を
深
め
ま
す

●場
沖
縄
、
中
国
、
マ
リ
ア
ナ
諸
島
、
西

部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ

ア
、
ボ
ル
ネ
オ
・
マ
レ
ー
半
島
、
ト
ラ
ッ

ク
諸
島
、
パ
ラ
オ
諸
島
、
ソ
ロ
モ
ン
諸

島
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
台

湾
・
バ
シ
ー
海
峡
、
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
、

ギ
ル
バ
ー
ト
諸
島
●料
沖
縄
五
万
円
、
海

外
十
万
円
　
※
詳
し
く
は
お
尋
ね
を
。

●問
長
崎
県
連
合
遺
族
会

緯
0
9
5
・
8
4
3
・
3
5
8
5

特
定
公
共
・
優
良
賃
貸
住
宅
入
居
者

【
市
営
・
特
定
公
共
】小
ヶ
倉
住
宅（
吉

井
町
立
石
）、
世
知
原
中
央
住
宅（
世
知

原
町
栗
迎
）、
古
里
住
宅（
小
佐
々
町
西

川
内
）　

【
県
営
・
公
社
】も
み
じ
が
丘
団
地
、
須

佐
団
地（
C
・
D
棟
）、
花
高
団
地
、
吉

岡
団
地
　

【
県
営
・
特
定
優
良
】須
佐
団
地（
公
A
・

B
棟
）、
ア
ル
フ
ァ（
三
浦
町
）　

●対
い
ず
れ
も
公
営
住
宅
の
収
入
基
準

を
超
え
る
世
帯

●問
住
宅
課（
市
営
分
）

●問
県
住
宅
供
給
公
社
佐
世
保
事
務
所

緯
　
・
9
6
1
2（
県
営
分
）

22
平
成

年
度「
放
送
大
学
」第
2
学

21

期
学
生

　
衛
星
放
送
や
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
な
ど

で
受
講
し
、
全
科
履
修
生
と
し
て
4
年

以
上
在
学
し
、
所
定
の
単
位
を
取
得
す

る
と
学
士（
教
養
）の
学
位
を
取
得
で
き

ま
す
　
●対
　
歳
以
上
●〆
8
月
　
日
　

15

31

※
詳
し
く
は
お
尋
ね
を
。

冗
放
送
大
学
長
崎
学
習
セ
ン
タ
ー

緯
0
9
5
・
8
1
3
・
1
3
1
7

自
衛
官

●内
①
航
空
学
生
②
一
般
曹
候
補
生
③

2
等
陸
・
海
・
空
士（
女
子
）④
2
等
陸
・

海
・
空
士（
男
子
）●対
①
　
歳
未
満
の
高

21

校
卒
業
者（
見
込
み
含
む
）②
～
④
　
歳
18

以
上
　
歳
未
満
の
人
●申
①
～
③
8
月

27

1
日
～
9
月
　
日
④
随
時

11

●問
自
衛
隊
長
崎
地
方
協
力
本
部
佐
世
保

　
出
張
所
緯
　
・
1
2
3
1

23

や
ま
ん
た
倶
楽
部（
大
野
・
春
日
・
柚

木
地
区
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
）の
会
員

市
内
で
5
番
目
の
総
合
型
地
域
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ「
や
ま
ん
た
倶
楽
部
」が

北
地
区
公
民
館
内
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
。
和
風
ヨ
ガ
、
ヨ
ガ
、
ソ
フ
ト
エ
ア

ロ
ビ
ク
ス
、
太
極
拳
、
弓
道
、
ボ
ウ
リ

ン
グ
、
英
検
チ
ャ
レ
ン
ジ
講
座
、
児
童

英
語
、
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
の

9
つ
の
教
室
が
あ
り
ま
す
　
※
申
し
込

み
方
法
な
ど
詳
し
く
は
お
尋
ね
を
。

●問
や
ま
ん
た
倶
楽
部
緯
　
・
1
8
6
6

37

さ
せ
ぼ
男
女
共
同
参
画
セ
ミ
ナ
ー

【
①
大
人
の
た
め
の
や
さ
し
い
英
会
話

教
室
・
第
3
回
】●時
7
月
　
日
　
時
　

24

13

30

分
～
　
時
●内
初
級
レ
ベ
ル
の
英
会
話

15

教
室「
英
語
で)

ot      し
ま
せ
ん
か
」●対
　

ほ
つ
と

18

歳
以
上
　

【
②
ス
ピ
カ
で
始
め
る
基
礎
講
座
・
第

3
回
】●時
7
月
　
日
　
時
　
分
～
　
時

31

13

30

15

●内
テ
ー
マ「
性
と
生
に
つ
い
て
」

●場
い
ず
れ
も
ア
ル
カ
ス
S
A
S
E
B

O
2
階「
ス
ピ
カ
」研
修
室
1
●定
各
　30

人
●料
無
料
●申
電
話
か
直
接「
ス
ピ
カ
」

へ
　
※
託
児
は
①
7
月
　
日
②
7
月
　

14

21

日
ま
で
に
要
予
約
。

●問
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー「
ス

　
ピ
カ
」
緯
　
・
3
8
2
8

23

普
通
救
命
講
習
Ⅰ

●時
7
月
　
日
9
～
　
時
●場
消
防
局
3

26

12

階
・
防
災
学
習
室（
平
瀬
町
）●内
心
肺
 蘇
 
そ

 生
 法
・
止
血
法
・
異
物
除
去
法
の
指
導
、

せ
いA

E
D（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）の
取

り
扱
い
方
な
ど
●対
中
学
生
以
上
●定
先

着
　
人
●料
無
料
●申
7
月
　
～
　
日
に

30

16

25

電
話
か
フ
ァ
ク
ス（
　
・
1
1
1
9
）で

38

東
消
防
署
へ

●問
東
消
防
署
緯
　
・
2
5
1
9

38

佐
世
保
北
高
校
地
域
開
放
講
座「
油

彩
画
制
作
」（
全

回
）

12

●時
9
月
中
旬
～
2
月
初
旬
の
指
定
す

る
土
曜
、
祝
日
●場
同
校
●定
　
人（
応
募

30

多
数
の
場
合
は
抽
選
）●料
無
料
。
た
だ

し
油
彩
道
具
一
式
・
キ
ャ
ン
パ
ス
代

（
七
千
円
程
度
）が
必
要
●申
8
月
3
～

　
日
に
、
往
復
は
が
き
の
往
信
に
講
座

31名
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、

返
信
に
住
所
、
氏
名
を
書
い
て
、
〒
8

5
7
の
0
0
2
8
、
八
幡
町
6
の
　
、
31

同
校
へ
　

●問
佐
世
保
北
高
校
・
西
澤
さ
ん
、
冨
永

　
さ
ん
緯
　
・
4
1
0
5

22

パ
ソ
コ
ン
講
師
ア
シ
ス
タ
ン
ト
講
習

●時
9
月
1
～
　
日
　
～
　
時（
土
・
日
曜

11

10

16

を
除
く
）●場
佐
世
保
情
報
ア
カ
デ
ミ
ー

（
田
原
町
）●対
　
歳
代
前
半
の
県
内
在

60

住
者
●定
　
人
●料
無
料
●申
8
月
　
～
　

20

10

12

日
に
直
接
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ

●問
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

緯
　
・
4
0
4
5

24

さ
せ
ぼ
競
輪
開
催
日
程

 緯
　
・
4
7
9
7

31

（
7
月
　
日
以
降
分
）

12

弥
彦
記
念
場
外

小
松
島
記
念
場
外

玉
野
S
級
場
外

サ
マ
ー
ナ
イ
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

（
川
崎
）場
外

高
知
S
級
場
外

全
日
本
選
抜
競
輪（
大
垣
）場
外

本
場
開
催（
S
級
競
輪
）

7
月
　
・
　
・
　
・
　
日

12
13
14
15

　
・
　
・
　
・
　
日

16
17
18
19

　
・
　
・
　
日

20
21
22

　
・
　
日

24
25

　
・
　
・
　
日

27
28
29

8
月
1
・
2
・
3
・
4
日

6
・
7
・
8
日

20

U
タ
ー
ン
・
大
学
等
新
卒
者
合
同
企

業
面
談
会

　
●時
8
月
　
日
　
～
　
時（
受
け
付
け
　

11

13

16

12

時
　
分
～
　
時
　
分
）●場
体
育
文
化
館

30

15

30

●対
U
タ
ー
ン
希
望
者
、
大
学
新
卒
者
等

●問
県
雇
用
労
政
課

緯
0
9
5
・
8
9
5
・
2
7
1
5

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
の
ご
活

用
を

①
国
の
助
成
が
あ
り
、
掛
け
金
は
全
額

非
課
税
扱
い
で
す
。
適
格
退
職
年
金
制

度
か
ら
本
制
度
に
移
行
で
き
ま
す

②
市
で
は
①
と
は
別
に
、
従
業
員
　
人
15

以
下
の
企
業
に
1
人
当
た
り
月
額
千
円

を
1
年
間
助
成
し
ま
す
　
※
詳
し
く
は

お
尋
ね
を
。

●問
①
中
小
企
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

緯
　
・
3
4
3
6
・
0
1
5
1

03
●問
②
産
業
政
策
課

8
月
は「
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
」、
8

月

日
は「
道
の
日
」で
す

10
　
道
路
は
私
た
ち
の
日
常
生
活
に
欠
か

せ
な
い
社
会
基
盤
で
す
。
こ
の
機
会
に
、

道
路
の
重
要
性
に
ご
理
解
を
。　

●問
土
木
政
策
・
管
理
課

土
地
活
用
促
進
調
査
に
伴
う
測
量
実

施
に
ご
協
力
を

　
国
土
交
通
省
で
は
、
都
市
部
の
地
籍

調
査
の
基
礎
資
料
と
す
る
た
め
、
土
地

活
用
促
進
調
査
を
実
施
し
ま
す
。
主
に
、

道
路
と
民
地
の
境
界
を
調
査
・
測
量
し

ま
す
の
で
、
付
近
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
　
●時
8

月
～
来
年
2
月
●場
広
田
町
付
近
～
大

和
町
付
近
の
人
口
集
中
地
区

●問
国
土
地
理
院
九
州
地
方
測
量
部

緯
0
9
2
・
4
1
1
・
7
8
8
1

長
期
優
良
住
宅
建
築
等
計
画
の
認
定

制
度
が
始
ま
り
ま
し
た

長
期
に
わ
た
り
良
好
な
状
態
で
使

用
す
る
た
め
の
措
置
が
構
造
や
設
備
に

講
じ
ら
れ
た
優
良
な
住
宅
の
普
及
を
促

進
す
る
た
め
、
建
築
お
よ
び
維
持
保
全

に
関
す
る
計
画「
長
期
優
良
住
宅
建
築

等
計
画
」を
認
定
す
る
制
度
を
定
め
た

「
長
期
優
良
住
宅
の
普
及
の
促
進
に
関

す
る
法
律
」が
6
月
に
施
行
さ
れ
ま
し

た
。
同
計
画
の
認
定
を
受
け
て
新
築
し

た
住
宅
は
一
定
の
条
件
を
満
た
す
と
、

所
得
税（
佐
世
保
税
務
署
緯
　
・
2
1
6

22

1
）、
登
録
免
許
税（
長
崎
地
方
法
務
局

佐
世
保
支
局
緯
　
・
4
8
5
0
）、
不
動

24

産
取
得
税（
県
北
振
興
局
緯
　
・
1
3
8

23

6
）、
固
定
資
産
税（
資
産
税
課
）で
優

遇
措
置
が
適
用
さ
れ
ま
す
。
詳
し
く
は

各
行
政
機
関
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い

※
同
計
画
の
認
定
申
請
は
、
建
築
指
導

課
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

●問
建
築
指
導
課

安
全
・
安
心
住
ま
い
づ
く
り
支
援
事
業

　
地
震
に
よ
る
住
宅
の
倒
壊
な
ど
の
被

害
を
軽
減
す
る
た
め
、
市
に
耐
震
診
断

を
申
請
し
た
場
合
、
診
断
費
の
一
部

（
三
万
円
）を
助
成
し
ま
す
。
ま
た
診
断

の
結
果
、
耐
震
基
準
に
適
合
し
な
い
と

判
定
さ
れ
た
住
宅
に
は
、
改
修
計
画
策

定
費
の
3
分
の
2（
上
限
七
万
円
）と
耐

震
改
修
工
事
費
の
4
分
の
1（
上
限
三

十
万
円
）を
助
成
し
ま
す
　
●対
昭
和
　56

年
5
月
　
日
以
前
に
市
内
に
建
設
さ
れ

31

た
一
戸
建
て
木
造
住
宅
で
、
住
宅
の
所

有
者
が
居
住
中
の
も
の
　
※
申
し
込
み

方
法
な
ど
詳
し
く
は
お
尋
ね
を（
申
請

書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）。
建
築
指
導
課
で

は
、耐
震
改
修
な
ど
の
住
宅
相
談
も
随

時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

●問
建
築
指
導
課

男
女
共
同
参
画
人
材
育
成
事
業
の

参
加
者

　
本
市
の
男
女
共
同
参
画
社
会
の
推
進

リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す
る
た
め
、
次
の
研

修
会
へ
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す

【
①
男
女
共
同
参
画
の
た
め
の
研
究
と

実
践
の
交
流
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
】●時
8

月
　
～
　
日
●場
国
立
女
性
教
育
会
館

28

30

「
ヌ
エ
ッ
ク
」（
埼
玉
県
比
企
郡
嵐
山
町
）

【
②
く
る
め
フ
ォ
ー
ラ
ム
2
0
0
9
】

●時
　
月
3
～
4
日
●場
え
ー
る
ピ
ア
久

10
留
米（
福
岡
県
久
留
米
市
）

【
③
日
本
女
性
会
議
2
0
0
9
さ
か
い
】

●時
　
月
　
～
　
日
●場
堺
市
民
会
館（
大

10

30

31

阪
府
堺
市
）

●対
い
ず
れ
も
市
内
に
在
住
ま
た
は
通

勤
し
て
い
る
人
●定
各
若
干
名
●申「
男
女

共
同
参
画
に
関
す
る
こ
と
で
わ
た
し
が

思
っ
て
い
る
こ
と
」を
4
0
0
字
程
度

に
ま
と
め
、
希
望
の
研
修
会
名
、
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
、
年
齢
、
性
別
を
書

い
て
、
郵
送（
〒
8
5
7
の
0
8
6
3
、

三
浦
町
2
の
3
）か
持
参
で「
ス
ピ
カ
」

へ
●〆
①
7
月
　
日
必
着
②
8
月
　
日

14

14

必
着
③
9
月
　
日
必
着
　
※
研
修
会
参

15

加
経
費（
交
通
費
、
宿
泊
費
、
参
加
費

等
）の
2
分
の
1
相
当
額
を
補
助
し
ま

す
。
詳
し
く
は
お
尋
ね
を
。

●問
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー「
ス

　
ピ
カ
」
緯
　
・
3
8
2
8

23

川
の
水
チ
ェ
ッ
ク
2
0
0
9

身
近
な
川
の
様
子
や
家
庭
排
水
の

汚
れ
具
合
を
調
べ
て
み
ま
せ
ん
か
　

●時
8
月
中
●場
市
内
の
河
川（
自
宅
近
く

の
川
）●対
小
学
3
年
生
以
上
の
市
民
約

3
0
0
人
●料
無
料
●申
電
話
か
フ
ァ
ク

ス（
　
・
4
4
7
7
）、
E
メ
ー
ル（kan    

34

hoz@
city.sasebo.lg.j

    
                p  ）で
環
境
保

全
課
へ
●〆
8
月
　
日
　
※
調
査
キ
ッ
ト

14

（
家
庭
排
水
用
1
回
分
と
河
川
用
3
回

分
）は
市
か
ら
郵
送
し
ま
す
。
調
査
終

了
後
は「
調
査
票
」の
提
出
を
お
願
い
し

ま
す
。
調
査
結
果
を
基
に「
さ
せ
ぼ
の

川
の
環
境
マ
ッ
プ
」を
作
成
し
、
環
境

学
習
サ
イ
ト「
e
カ
ン
キ
ョ
ウ
＠
サ
セ

ボ
」に
掲
載
し
ま
す
。

●問
環
境
保
全
課
緯
　
・
1
7
8
7

26


